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⻘森市⾷⽣活改善推進員会
親⼦の⾷育で健康寿命延伸へチャレンジ︕
〜だし活親⼦料理教室・⾷育おはなしセミナー・こども⾷育レッスン１・２・３♪〜

農林水産大臣賞ボランティア部門
《食生活改善推進員》

（⻘森県）活動期間 30年

５

年⻑〜⼩学⽣の親⼦対象の県産だしを活⽤
した「親⼦料理教室」や乳幼児健診でのだし
活伝道活動、乳幼児〜⼩学⽣の親⼦対象の市
⺠図書館と連携した「⾷育セミナー」、年⻑
児と保護者対象の市との協働による「こども
⾷育レッスン１・２・３♪」を各保育園等で
実施しています。

「 で き た ︕ 」 「 お い し い ね ︕ 」
喜 び を 親 ⼦ で 共 感

こども⾷育レッスン１・２・３♪の様⼦

1 ・ 2 ・ 3 の ス テ ッ プ で
「 わ か る 」 「 で き る 」 を 引 き 出 す
「こども⾷育レッスン１・２・３♪」では、

市の管理栄養⼠から保護者向けに三⾊⾷品群
の基礎知識等のプレレッスンを⾏ったのち、
会員オリジナルの「⾷べものの働きと仲間た
ち」のお話、「三⾊仲間分けゲーム」や親⼦
クッキングを⾏い、その後、各家庭で「おや
こチャレンジシート」を実践することにより、
親⼦での⾷べものに関する会話が増加すると
ともに、⼦供たちの⾷への意識と⾏動の変化
にもつながっています。

活動は、対象に合わせた会員オリジナルの
⽅法・教材で⾏っています。フェルト⽣地で
⼿作りした「⻘森県産たべものマップ」で地
元の⾷材への関⼼を⾼めるとともに、「三⾊
バランスの簡単おにぎらず」は⼤好評で、体
験後の家庭での実践にもつながっています。

実 感 に 導 く オ リ ジ ナ ル 教 材

からだ元気︕
⾚・⻩・緑のおにぎらず

おうちでもがんばろう︕ おやこチャレンジシート

⻘森県産たべもの
マップ

農林⽔産⼤⾂賞というすばらしい賞を
頂き、有難うございました。

発⾜から30年、⾏政、関係各位のご尽
⼒とご指導、諸先輩の⽅々の永年に渡る
活動と熱い志が実を結んだと思います。

⻘森市⾷⽣活改善推進員会
会⻑ ⼭⾕ 詠⼦



東海市健康づくり⾷⽣活改善協議会

とまと記念館で「健康メニュー」を提供 地域に根差した⾷育活動の推進

とまと記念館（レストラン︓⾷の活動拠点
と位置づけている）でトマトを使った健康ラ
ンチを市⺠へ提供するほか、地域ではライフ
ステージに応じた⾷育推進を実施しています。

⼩学⽣と簡単おやつ作り、⾼校⽣へ朝ご飯
教室、働き世代には時短メニューを紹介する
健康料理教室を開催するなど意欲的な取組を
実施しています。

健 康 ラ ン チ を 教 材 に
情 報 を 提 供

多くの⽅に、楽しみながら⾷の情報を提供
するため、レストランでは会員が接客しなが
らヘルシーメニューの作り⽅や野菜の⼿軽な
アレンジを紹介するなど、⾷に関する情報提
供を⾏っています。

トマト料理をきっかけに、野菜摂取の意識
の醸成につなげています。

ト マ ト ｄ ｅ 健 康 プ ロ ジ ェ ク ト

健 康 寿 命 延 伸 に 貢 献 し た
メ ニ ュ ー

ボランティア部門
《食生活改善推進員》

（愛知県）活動期間 31年

⾼校⽣へ朝ご飯教室の様⼦

トマトの
エスニックドーム
ヨーグルトソースがけ

消費･安全局長賞

６

トマトが健康に効果的な野菜であると⾔わ
れていることを踏まえ、トマトを使ったメ
ニュー開発に⼒を⼊れ、野菜摂取量の向上に
取り組んでいます。

とまと記念館の料理は、東海市認定健康メ
ニューの基準を満たしているものを提供して
います。全メニュー、トマトジュースの乾杯
付きです。

⼤⼈気︕
オムライス

レストランでの接客の様⼦

この度の受賞、⼤変光栄に感じており
ます。幅広い世代を対象に⾷育活動をし
てきた結果が実り、⼤変嬉しく思います。
この受賞を励みに、今後もさらに地域に
根ざした⾷育活動を推進してまいりま
す。

東海市健康づくり⾷⽣活改善協議会 ⼀同



嬉野市⾷⽣活改善推進協議会

郷⼟料理の伝承と、特産品のお茶について健康効果を伝えるとともに、
お茶の飲⽤と茶葉を使った料理の普及活動

郷⼟料理本の作成に当たっては、⾔い伝え
や独特な材料・調理法等を詳細に記載し、他
に類を⾒ない先⼈の知恵や⾷⽂化を継承する
ものとなっています。

また、「茶葉を⾷べる」ことは飲⽤以上に
健康効果が⾼い部分があると⾔われており、
本会ではさらに「茶葉を普段の⾷事でおいし
く⾷べる」ことを茶葉料理の普及活動を通じ
て⾏い、地産地消と健康寿命の延伸につなげ
ています。

伝 え よ う
「 お ど ん が 町 の 郷 ⼟ 料 理 」

校区内の担当委員が学校と直接連絡を取り
ながら、安全に楽しく⾷の体験が⾏えるよう
配慮しています。

特に、⾼校⽣への料理教室は、平成24年か
ら継続して実施しており、嬉野市⾷育推進計
画の⽬標である「⾼校卒業までに簡単な料理
が作れるようになる」に⼤きく貢献していま
す。

地元の⾼齢者から集めた情報をレシピ本
「おどんが町の郷⼟料理」を作成し、季節の
⾏事や⾔い伝えとともに伝承しながら、細く
⻑い活動が途切れることなく続いています。

また、レシピ集「うれしの茶・家庭で楽し
むお茶料理」を作成し、特産品を使ったレシ
ピを紹介するとともに、これらを活⽤した料
理教室を開催し、普及・啓発を⾏っています。

ボランティア部門
《食生活改善推進員》

（佐賀県）活動期間 32年

⾼校⽣への料理教室の様⼦

消費･安全局長賞

７

⼩ ・ 中 ・ ⾼
市 内 全 校 へ の ⾷ 育 活 動

郷⼟料理教室の様⼦

お 茶 を 「 ⾷ べ る 」
と い う 新 た な 切 り ⼝ か ら

う れ し の し

昔から伝え守ら
れてきた⾷⽂化も
徐々に忘れられて
いく現状に懸念を
感じ、上記２冊の
本が作成されまし
た。本に盛られた
先⼈の知恵や⾷⽂
化、うれしの茶の
良さを多くの⼈に
伝え継承していく
ために努⼒してい
ます。

嬉野市⾷⽣活改善推進協議会 会員⼀同

「うれしの茶・家庭で楽しむ
お茶料理」

「おどんが町の郷⼟料理」



幼児・⼩学⽣を対象とする⾷育活動実践

⼦ 供 の ⾃ 発 的 な 活 動
を サ ポ ー ト

10 年間継続して
独⾃の⾷育活動を企画・実施

ボランティア部門
《大学等》

（⾹川県）活動期間 10年

学⽣による企画提案活動⽀援事業である公
益財団法⼈明治百年記念⾹川県⻘少年基⾦を
活⽤し、地域の児童を対象とした独⾃の⾷育
活動を、学⽣が⼊れ替わる中にあっても⼯夫
しながら10年間継続し、さまざまな体験活動
を企画・実施してきました。

「⽣活⽂化にふれよう︕」と題し、毎年11
⽉に⼩学⽣を対象とした調理実習を、テーマ
を決め実施しています。

そのほか、年間を通じ地域の保育園や幼稚
園、⼦供⾷堂での⾷育活動を実施しています。

料理教室においては、学⽣はあくまでもサ
ポート役として「⼦供たちだけで体験させ
る」ことを継続して⾏い、⼦供たちの意欲や
⾃主性を引き出すものとなっています。

体験３ヶ⽉後に⾏ったアンケートでは、
「⾷べられなかった野菜が⾷べられるように
なった」「料理以外のお⼿伝いも進んで⾏う
ようになった」など、うれしい声をいただい
ています。

消費･安全局長賞
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興 味 を 引 き 出 す
「 絵 本 ʼ s ク ッ キ ン グ 」

⼦供たちは絵本が⼤好き。
まず、絵本の読み聞かせで興味を引き出し、

お話しに出てきた料理を⾃分たちで料理して
⾷べるという体験は、⼦供たちのさまざまな
学びにつながっています。

サンドウィッチ、ポトフ、プリン、スムージー

⼦供⾷堂での
⾷事準備

⾹川短期⼤学 ⾷育ゼミ

真剣に取り組む
⼦供たち

幼稚園での
⾷育活動

いっしょに
⾷べよう︕

このような光栄な賞をいただき⼤変嬉
しく思います。今後も「⼦供主体の⾷育
教室」をテーマに地域の⼦供たちに⾷の
⼤切さを伝えていこうと考えております。
この受賞を励みに、より⼀層⾷育活動に
取り組んで参ります。

⾹川短期⼤学 ⾷育ゼミ ⼀同



九州国際⼤学 村上ゼミ 「⼦ども⾷堂チーム」

地産地消から⾷育、そして⼦供⾷堂へ︕

メ ニ ュ ー を 提 案
⾷ 材 は 地 元 産 を 吟 味 し て

⼦ 供 た ち と ふ れ あ い
⾃ ら も 学 ぶ

ボランティア部門
《大学等》

（福岡県）活動期間 ４年

⽉１回、開催される⼦供⾷堂へ出向き、調
理補助や配膳･⽚付けなどの作業を⾏うととも
に、⼦供たちとのふれあいの中で、正しい⾷
の在り⽅について考えています。

毎回、地元産⾷材を⾒繕って差し⼊れるほ
か、調理法や⾷べ⽅も提案します。

また、⼤学近くの⼩学校において、⼦供⾷
堂の出張対応も⾏っています。

学⽣が⾃分たちで⾷材を決定し、調理法を
まとめます。

⾷材の検討と購⼊にあたっては、地元の農
産物直売所へ出向くのが基本です。売り場で
は⽣産者の話を聞いたり、⾷材の脇に表⽰さ
れている⽣産者情報を⾒て、⽣産農家まで⾜
を運ぶこともあります。こうして得た情報は
⼦供たちへの説明や会話に活かしています。

学⽣は、本活動が⼦供たちの癒しや⼼の成
⻑につながることを願っています。

直売所での情報収集

消費･安全局長賞
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⾷材検討と試作・試⾷

⾷ 材 に つ い て
わ か り や す く 伝 え る た め に
地元の特産品を使ったメニューの場合、そ

れがどうして有名になったのか、どこが美味
しいのか、他にどんな調理法があるのかなど、
⼩学⽣にも理解しやすいようイラストを多⽤
してまとめています。

さらに、調理を済ませると元の姿が判らな
くなる⾷材（⻘野菜など）もあるため、調理
に使わないものをテーブルに飾り、⼦供の⼿
に取れるようにしています。

地産地消がテーマ
の村上ゼミにあって、
私たちのチームは、
⾷育実践の⽴場から
⼦供⾷堂のサポート
に取り組んでいます。
チームリーダーとし
て活動のかじ取りは
難しいと感じていま
すが、今回の受賞を
励みに、もっと頑張
っていきたいと思い
ます。

九州国際⼤学 現代ビジネス学部
３年 宇原 優




